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①要約： 

このアイデアは、視線情報を使⽤して電子デバイスを制御することにより、効率的なデバ

イス操作を提供するものです。ユーザーの視線情報を端末が認識し、その情報を基準にし

てデバイスの制御を行います。 

 

②目的： 

このアイデアの目的は、電子デバイスの操作をより迅速かつ効率的に行うことです。視線

情報を活⽤することで、ユーザーがデバイスに指示を出す際に、より直感的で自然な方法

を提供します。 

 

③新規性： 

このアイデアは、他のデバイス制御方法とは異なる新しいアプローチです。視線情報を利

⽤してデバイスの制御を行うことは、従来のボタンやスイッチによる操作方法とは異なり

ます。ユーザーが自然な視線運動を活かしてデバイスを制御できるため、使いやすさや快

適さが向上します。 

 

④独自性： 

このアイデアの独自性は、視線情報を利⽤したデバイス制御の方法にあります。視野角や

頭の位置などを基準にしてユーザーの意図を判断し、デバイスの操作を行うという特徴が

あります。また、ユーザーがデバイスに命令を出すための音声情報を提示することも可能

です。 

 

⑤経済価値： 

このアイデアは、デバイス操作の効率化と使いやすさの向上を提供することで経済的な価

値を持ちます。ユーザーがデバイスをより簡単に操作できるため、作業時間が短縮され、

生産性が向上する可能性があります。また、高齢者や身体的制約のある人々にとっても利

便性が高く、市場の拡大が見込まれます。視線情報を利⽤することで、ボタンやスイッチ

などの物理的な操作装置を削減することができ、製品の構造やコストにも影響を与える可

能性があります。 


